


研究目的:アレルギー性紫斑病は多彩な臨床症状と、ときに重篤な合併症がみられる小児

科領域の重要な疾患である。本症における病態として、小血管周囲に多核白血球を中心と

した炎症性細胞浸潤や血管壁に IgA やフィブリンの沈着が認められることから免疫学的機

序が推測されている。細菌感染やウイルス感染などの先行感染がみられたり、薬剤アレル

ギーや食事アレルギーの小児に本症が発症することが知られている。特にわが国では、溶

血連鎖球菌感染が半数以上の例で報告されてきた。本症と同様に、溶連菌感染が発症に深

く関与する急性糸球体腎炎やリウマチ熱は近年激減したことから、アレルギー性紫斑病の

発生頻度、起因病原体の種類および重症度などは従来の報告とは異なってきている可能性

がある。

 また、本症は小児慢性特定疾患の一つに指定されている。重症例や慢性経過をとる例が

どれくらいの頻度で存在するのかを明らかにすることは今後の小児保健の観点から重要で

ある。


